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基本目標 安心できるまちづくり

基本施策 暮らしを支える地域公共交通

町内を移動する公共交通は路線バスのほか、島民の通勤・通学には定期航路が利用されています。通勤・通学
や高齢者の移動手段として不可欠な、バス・航路の維持、利便性の向上が課題となっています。

鉄道、バス及び海上交通等の利便性の向上と利用促進を図り、生活に不可欠な移動手段が十分に確保される
ことで、町民が住み続けたいと思えるまちづくりを目指します。

・自動車を運転できない高齢者の増加や、潜在利用者のニーズの変化に合わせ、運行ルートや時間帯、バス停
留所等を見直していきます。
・駐車場など、利用者の利便性に大きく影響する周辺環境の改善に取り組みます。
・自動運転などの先進技術の導入、環境に配慮した車両等の導入、地域による公共交通、路線の再編等につい
て、財政負担を抑えつつ、町民や観光客の需要に応じた移動手段を確保・充実する方法を検討します。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

交通安全推進費
防災危機管
理室

交通安全意識の高揚を目的に、交通安全の広報、啓発活動及
び交通弱者の交通安全教育など、交通安全の推進活動を実
施します

1,642 1,744 Ｂ  
4-02-
1

離島振興費
まちづくり推
進室

国や県と連携し、篠島・日間賀島住民の生活の安定と福祉の
向上を目的に離島振興を図ります 29,200 18,782 Ｂ 2-51

4-05-
1

公共交通対策事
業費

まちづくり推
進室

南知多町地域公共交通網形成計画に基づき、町民の通勤・通
学・通院などの日常生活を支える公共交通の維持・活性化を
図ります

136,298 107,033 Ａ 2-55
4-05-
5

小学校一般管理
費

学校教育課 小学校施設の適切な維持管理に努めます 68,532 63,441 Ｂ 2-18
4-16-
5

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9177  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○公共交通機関を積極的に利用する。（個人）
○運転手等の担い手がやりがいを持って働けるよう、感謝の気持ちやねぎらいなどを伝える（個人）。
○バス停周辺の除草、清掃を行う。（個人・事業者）。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①海っ子バスの対応が悪い。島への物を運ぶ際、停めるところがない為不便。
②バスは、船との時刻表を調整して欲しい。船、特に学生は島に高校がないので無料とするか、終便をもう少し遅くして欲しい。未来ある子どもたちが、住
んでいる環境で何かを犠牲にするのはいかがなものか。
③難しい問題です。人口を増やすか、時間帯で使う車両（海っ子バス）を変えてコストダウンかそして配車を増やす。
④島民の本土への通学、買い物、通院など、現在の回数券を増やすこと。定期への補助の増額を行うこと。（町を離れていく要員の一つにもなっている）。
⑤役場や子育て支援施設にアクセスしやすい公共バスがあればいいのに。内海から役場の直行便がない。子育て支援センターは僻地。電子マネー使い
たい。
⑥生活航路（観光船）料金が高い。補助の券も全然足りていない。どういう割合で割引券を出しているのか教えて頂きたい。必要な人、要らない人アンケー
トなどをとったりしてはどうでしょうか。
⑦海っ子バスを小型化して本数、ルートを増やしてほしい。
⑧河和までの距離が本当に面倒。だからみんな出ていくのだと思う。
⑨鉄道駅の有無がこれほど大切であることを、過去の指導者たちは気が付かなかったのだろうか。内海駅があることで、内海地区は恵まれている。積極
的に公共交通機関を利用している。バスも停留場が増え、利用しやすくなった。
⑩電車が無いうえに、有料道路で料金を払わないとどこへも行けないため転出したい。
⑪名鉄海上観光船の船賃が島民には大きな生活出費の負担である。
⑫バスの利用者が少ないとは言え、時間帯により１時間に１本しかないと、非常に不便だと思います。
⑬高校生の通学圏を考慮した交通手段を確立しないと、転出したくなる。
⑭公共施設の再編と同時に交通網（路線バス、海上交通）の見直しを同時に検討したい。町の玄関口、内海駅を中心に。

現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ６）

76

5-40
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令和2年度　事業評価書

予算科目 2 款 1 項 10 目 1 事業

予算額 0千円

決算額 72千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

1,612,000円 360,000円

1,437,566円 204,000円

1,365,566円 204,000円

72,000円

死亡事故ゼロかつ人身交通事故件数32件
（死亡0件・重傷4件・軽傷27件）

60件/年

2

人身交通事故件数27件
（死亡1件・重傷0件・軽傷26件）

0千円 その他 0千円 一般財源

34件/年

③

事業実績

人身交通事故件数　27件
死亡事故件数　1件

交通安全推進協議会全体会　1回/年（書
面）
交通安全教室　1回/年
交通安全キャンペーン　2回/年
交通安全テント基地　1回/年（縮小）
シートベルト関所　3回/年（縮小）

課題 効果的な啓発活動が必要

1

1,642千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債

高齢者が参加する会合や集会に出向き、広
報活動を実施する。

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

未達成 未達成

人身交通事故件数の削減 運転免許証自主返納支援事業の実施

改善・対応策
警察と連携し、効果的な啓発活動を実施す
る
SNS等を利用した啓発を実施する

事業内容
交通安全意識の高揚を目的に、交通安全啓
発品の配布及び各種キャンペーンを開催し
ます。

0円

89.2% 56.7%

65歳以上の高齢ドライバーが免許証を自主
返納した時にその後の支援品として、海っ
子バス及び知多バス（師崎線）の共通1日乗
車券6,000円分を交付します。

3-2
つながりを活かした交通安全
と防犯

※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

1 2 ③

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

効果的な広報が必要

事業概要
交通安全意識の高揚を目的に、交通安全の広報、啓発活動及び交通弱者の交通安全教育など、交通
安全の推進活動を実施します

担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222・223

交通安全推進費

1,972千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 1,972千円

申請件数　34件

つながりを活かした交通安全
と防犯

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ

3-2

1,570千円

交通安全推進事業 運転免許証自主返納支援事業 交通安全推進事業 運転免許証自主返納支援事業

3-5 暮らしを支える地域公共交通

担当課評価 ※③

 人身交通事故件数は減少したため、啓発活
動の効果はあったと考えるが、２年連続で
死亡事故が発生しており、更なる対策が必
要である。

実績値現減少の原因は、コロナ禍における外出自粛
や、警察窓口の混雑等によるものと考える。
半田警察署管内で、認知機能低下が原因と思われる死
亡事故が発生しており、広報活動を強化し、返納の促
進を図る必要がある。

Ｂ Ｂ

事業指標

4-02-1

117



4-05-1

154



4-05-5

158



4-16-5

259


